
Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政学会誌　Vol．54　 N 〔｝− 11913 〜923 （2003）

　中学生の 食意識 ・食行動に及ぼす食生 活環境 の 影響

お よび食意識 ・食行動 と学校給食に対する意識 との 関連

松 本 晴 美， 深 澤 早 苗

（山梨学院短期大学）

原 稿受付 平成 15年 3月 12 日 ；原 稿 受 理平 成 15年 9月 1D 日

In且uence 　of　Dietary　Environment　on 　the　Nutritional　Awareness，
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　　　　　　　　　in　Junior　High　School　Students

Harumi　MATsuMoTo　and 　Sanae　FuKAsAwA
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　The 　influence　of　dietary　environment 　on 　the　nutritional　awareness ，　eating 　habits　and 　appreciation 　of

school 　lunch　services 　were 　studied 　by　a　questionnaire　investigation　conducted 　on 　172　students 　in　the
first　to　third 　grades　of 　three 　iunior　high　schools 　in　Yamanashi 　Prefecture．　The　students 　were 　classified

intO　three　groups　from　the　results 　of 　a　cluster 　analysis 　of　the 　questionnaire　answers ；group 　3　had　high

awareness 　of 　the　effects 　ef　diet　and 　eating 　family　dinner　together　en 　health　and 　socializing，　group　l　had
unhealthy 　nutritional 　awareness 　and 　eating 　habits，　and 　group 　2　had　doubtful　nutritional 　awareness 　and

eating 　habits．　A 　significant　relationship 　was 　fou皿d　between 　the　nutritional 　awareness ，　eating 　habits
and 　eating 　environment 　of　the　three　groups．　Five　factors　were 　extracted 　from　the　appreciation 　of　the

school　lunch　service 　by　the　factor　analys 童s：factor　I．　palatability；factor　IL　nutrit 量on　and 　socializing；fac匿
tor　IH，　dietary　education ；factor　IV，　school　lunch　information　to　the　home；factor　V，　school 　lunch　envi −

ronment ．　The　scores 　by　group　l　for　the 丘ve 　factors　were 　negative 　and 　the　lowest　among 　the　three

groups ．　The 　nutritional 　awareness 　and 　eating 　habits　were 　found　to　be　closely　related 　to　the　apprecia −

tion　of 　the　school 　lunch　service．
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1．緒　　言

　 中学生 は精神面 ，生活面で 自立的要素が増す時期 に

あ り，家庭の食生活環境 とともに社会か らも多くの 影

響を受け な が ら食生 活習慣を確立 して い く，家庭で は

食 の 外部化に よ り中食化や調理時間の短縮化など食の

簡便化が進 む
一

方 で ，安全 ・本物 ・健康志向な ど食物

選択の 基準が多様化して い る．食に関する情報が氾濫

する なか で 中学生 の食生活で も，朝食欠食，夜食摂取，

孤 食や個食，偏食，イ ン ス タ ン ト食品や油料理 の 摂取

過多な ど心身の 健康阻害要 因が増加 して い る
’ト 6 〕，国

民栄養調査 に よ る と，20，30歳代 の 朝食欠 食者で の

欠食習慣化 の 時期は ，中学生，高校生か らが 約 26％

で あ り
7 ），こ の 時期 に健全 な食意識や食行動を形成す

る こ とは，生 涯に お け る 健康 の 保持 ・増進や食生活へ

の 関心 の 確保 にお い て極め て 重 要で ある ．

　著者らは前報
8）

で，望ま しい 食習慣 を確立するため

の 要因を明らかにする こ とを目的と して 中学生 の 食行

動や食意識 を構成す る因子を家庭 の 食事環境か ら検討

し，「共食」，「食事作 り」，「充実 し た食事」が 重要 な

要因 で あ る こ とを報告 し た ，また ，食生活 にお い て

「共食 」者は 「孤食」者 に く らべ て 摂取食品 の バ ラ ン

ス が 良い こ とを認め た ．

　本研 究で は食意識 ・食行動 の 構成因子に学校 ・社会

との 関わ りの 視点を加えて，栄養 ・安全性，食事摂取

行動 ， 食教育や食事 の 享楽性などへ の意識や関心 の 観

点か ら分析を行 い ，健康上望 ま しい 食意識 ・食行動を
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表 L 調査対象者数 と母親の就業状況

A 学校　　B 学校　　C 学校 総計

性 別 男

女

11098 114112 156142 380352

学年別 年

年

年

123 125767 0α

98

ρ
068 78110110 218241273

総計 208 226 298 732

母親就業状 況 　フ ル タ イム

　　　 　　　 パ ート・臨時

　　　　　　 農業 ・自営業

　　　　　　 何 もして い ない

32．841

，25

、420

．6

34，240

．68

．117

．1

23．122

．035

，919

、0

性 別，学年別，総計 は人 数 母親就業状況 は割合 （％ 〉．

確立す る ため の 家庭 の 食生活環境を明 らかにす る こ と

を目的と し た．

　一
方，中学生 に おける食管理能力 の 育成に は，家庭

との連携 の も とで 学校教育の 果 たす役割が ます ます重

要になっ て きて い る．学校教育におけ る食教育は教科

で は家庭科，特別活動 で は学校給食が 中心 に な っ て 他

教科 との連携 を図りなが ら展 開され て お り，そ の うち

学校給食は健康教育の
一
環 として 提供 され る食事の摂

取を介 して 体験 的 に望まし い 食習慣を養 うこ と を 目的

として い る．加 えて学校給食指導で は，食物を環境

文化 ，社会等 との 関連 の なか で 捉 えられ る よ うな姿勢

を養い ，健全 な人間と して 成長する よう促す こ とも求

め ら れ て い る
m ．

　そ こ で ， 中学生 の学校給食に対す る意識や評価の構

造を分析 し，その こ とと日常の食意識や食行動 との 関

連 を明 ら か にする こ とで ，学校給食に お ける 食教育の

推進 に役立て る こ とを第 2 の 目的 として研究 を行 っ た．

　2．調査方法

　（1） 調査対象

　調査対象は 山梨県内の中学校 3校 の 1 年生 か ら 3 年

生，計 732名で ある．学校別，性別，学年別 の 内訳 は

表 1 に 示 した．A 校 は県庁所在地 で あ る K 市 に，　 B

校は K 市の 南西 に 位置す る N 郡 の
一

町内 に，C 校は

K 市の 東に 位置す る H 郡 の
一
町内に それぞれ所 在す

る．学校給食の提供 方法 は ，A 校は外部委託方式，　 B

校，C 校は校内に給食調理設備 を持 つ 単独調理 場方式

で ある ，外部委託方式 と は委託業者が市の 作成 した 献

立 に そ っ て 調理 し，弁当箱に詰めて 配食す る給食で あ

26

る．

　各校 の 所在する市または郡の 産業別就業人 口 の 構成

比
1°）

は，第
一
次，第二次 ， 第三 次の 順に，K 市 2．7％

，

29，6％ ，67．7％，N 郡 13．8％ ，37．6％ ，48．6％ ，　 H 郡

44．8％，18．2％，37．0％ で ある．C 校 の あ る H 郡 は 果

樹生 産が盛 んな地域で ，A 校お よ び B 校の ある地域

に 比 べ る と第一次産業の 就業人 口 が多い ．

　母親 の 就業状況 （表 1）は，A ，　 B 校で は フ ル タ イ

ム が 33〜34％ ，パ ー
ト
・臨時が 41％ と高か っ たが，

C 校 で は農業 ・自営業が 36％ で 最 も多か っ た ．

　  　調査方法お よ び調査内容

　調査時期は 2001年 10 月，家庭科またはホ
ー

ム ル
ー

ム の 時間に教員立会い の もとで質問紙調査を実施 した ．

743部回収後，主要な変数に関する質問 に無回答が あ

る もの は無効 として 除外 し， 732部を対象と した ．有

効 回答率は 98．5％ で あ っ た．

　調査項目は
， 性 T 学年，学校 ，身体状況の 基本属性

と，日常の 食生活環境，食意識 ・食行動お よび学校給

食に対する 意識で あ る，

　（3） 分析方法

　 1） 食生活環境

　食意識 や 食行動 に影響 を与え る 家庭 で の 食生 活状況

を食生活環境 として，食事摂取状況と食 品摂取状況 と

を調査 した，食事摂取状況 に つ い て は朝食 と夕食に お

け る摂取頻度，摂取時間 ， 共食者，栄養 バ ラ ン ス に 対

す る 評価，食事中 の 様子 な ど 11項 目の 質問 を設定 し

た ．食品摂取状況 は 食品 を主食，主菜，副菜 ，間食，

外食の 用途で 分類 し
11）

，16群 に つ い て の 摂取頻度 を

「1 日 1〜2 回」「週 3〜5 回」 「週 1〜2 回」 「ほ と ん ど

（914）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

中学生 の 食意識 ・食行動 に及 ぼす食生 活環境 の 影響 お よ び食意識 ・食行動 と学校給食 に 対す る 意識 との 関連

食べ ない 」の 4 つ の 選択肢 よ り回答させ た．

　 2）　食意識 ・食行動

　中学 生 の 日常 の 食生 活 に 関す る 意識や行動 を構成す

る要因 を明 らか に す るため，田辺等の 食の満足感構成

要素
12）

並 び に足立 の 食習慣形成に 関する 調査項 目分

類
3〕

お よび 中学生 の 食習慣 ・食意 識 に関す る報文

等
4 ］14］15〕

に おけ る設問項 目を参考に ，「栄養 ・健康」

「食管理」「若者的嗜好」「食教育」「食事環境」「摂取

行動」の 6要素を仮説 と して想定 し，各要素 につ い て

3 つ ずつ 計 18 の質問項目を設定 し た．「食管理 」とは

食品の 安全性や栄養表示などへ の 関心と食事づ くりへ

の 積極性 を表すもの と し，「食事環境」 とは食 物摂取

時 の 人を取 り巻 く状況すなわち共食者，会話，テ レ ビ

や雑誌の視聴，雰囲気，供食方式などを表す もの
IZ）

と

した．各項目に つ い て 「あ て は ま る，また は そう思 う」

（3 点），「どち らともい えな い 」 （2 点），「あて は まら

な い ，またはそ う思わな い 」 （1点〉の 3 つ の 選択肢

で回答を求めた，共通性の推定値が低い 1項 目を除い

た 17項目に つ い て 主因子法に より因子分析を行 っ た ．

バ リマ ッ ク ス 回転後 に各因子内の 設問項目の 共通特性，

因子解釈 の 妥当性 を検討 し，初期 の 固有値 1，0 以上 の

基準で 4 つ の 因子を抽出し た，各因子 に対する 調査対

象者の 因子得点を基にクラス タ
ー

分析 （Ward 法）に

よ り調査対象者を分類 し，設問項目か ら各グ ル
ー

プの

特徴づ け
IE〕

を行 っ た，分類 し た グ ル ープ間の 食生 活環

境を比較する た め ，各項 目との ク ロ ス 集計 と x2 検定

を行 っ た ．さ ら に ，有意差の 認 め られた項 目 に つ い て

残差分析 を行い ，各グル
ー

プの有意性を判定 した，

　 3）　学校給食に対する意識

　学校給食を ど の よ うに意識，評価 して い るか に つ い

て ，学校給食 を介 した食教育に 関する報文等
17）−19）

を

参考に 6 つ の仮説要素 を考えた ．「嗜好」「栄養 ・安全

性」「食事環境」「食教育」「家庭 との 連携」「文化 ・社

会性」で ある．各要素に つ い て 4 つ ずつ 計 24 の 質問

項目を設け，2）の 食意識 ・食行動に関する設問 と同

様に 3 つ の 選択肢で 回答を求め た ．給食 に対す る意識

の 順位性を調べ る た め主因子法に より因子分析 を行 っ

た，共通性 の 推定値の低 い 1 項 目を削除 し，23 項目

に つ い て バ リマ ッ ク ス 回転後に各因子内項目の 共通特

性 を検討 し，初期の 固有値 1．O 以 上 の基準 で 5 つ の 因

子を抽出 した．さ ら に，食意識
・食行動によ っ て 分類

したグル
ー

プ別 の 学校給食に 対する意識 を比較す る た

め 因子得点を算出 し，一
元配置分散分析 を行 っ た，

　以上 の統計処理 に は解析 ソ フ トSPSS を使用 した．

　 3．結果お よび考察

　（1） 食意識
・食行動 と食生活環境 との 関わ り

　1） 食意識 ・食行動に よ る分類

　 中学生 の食生活に 関する意識や行動に つ い て 因子分

析 を行い
，
4 つ の 基本因子 を抽出 した ．累積寄与率は

27．3％ （各因子の 寄与率 1 ＝9．9％，n ＝6．2％ ，皿 ＝

6．0％ ，IV＝ 5．2％）で あ っ た，因子 の 解釈は 回転後の

因 子負荷 量 が O．34以 上 の 項 目 に，第 1 因子負荷量

0，31の 「主菜 と副菜の そ ろ っ た食事」，第皿因子負荷

量 0．32 の 「嫌い な物へ の 努力」の 2 項 目を含め て 行 っ

た．第 1因子 は食品 の 安全性，栄養表示，栄養摂取な

どか ら 「食 ・健康管理」，第 E 因子は話題性，フ ァ
ー

ス トフ
ー

ドな どか ら 「享楽性」， 第 m 因子は食教育，

成人期 へ の 影響 などか ら 「食教育」，第 IV因子は夜食，

共食な どか ら 「摂食行動」と考え ら れ た．

　仮説と し て想定 した 6 つ の 要素 と得られた 4 つ の 因

子 と の 関連 を見 る と，「食管理」要素 （項目は調査方

法 2）食行動 ・食意識に記述）は 「栄養 ・健康」要素

と統合して 第 1因子 の 「食 ・健康管理」を形成 した．

「若者的嗜好」 要素は 「食事環境」 と想定 した 中 の

「テ レ ビ，雑誌を見なが ら」 とともに第 ［因子 の 「享

楽性」 を ， 「食教育」要素は 「摂取行動」 と した 「嫌

い な物 へ の努力」 とともに第皿因子の 「食教育」をそ

れぞれ形成 した，「摂取行動」 の 2 項目は 「食事環境」

と した 「会話 をしなが ら」とともに第 IV因子 「摂食行

動」を形成 したが，「食事環境」は独立 した因子 に は

な らなか っ た．各因子 の 順位性 か ら
， 健康増進や健全

な食意識 ・食行動形成に対する促進要因 と阻害要因と

が ともに 上位 因子 と して位置 して い る こ とが 認 め られ

た．

　次に ク ラ ス タ
ー

分析 （Ward 法）に よ り対象者 を 3

つ の グ ル ープ に分類 し た．グ ル ー
プ 1 は 321人 （43．8

％），グ ル ープ 2 は 237人 （32．4％），グ ル
ー

プ 3 は

174 人 （23．8％）で あっ た，各グ ル ープ の食意識
・食

行動の特徴を明らか にする ため ，各設問項目毎にグル
ー

プ間の ク ロ ス集計 を行 い ，「あて は まる，またはそう

思 う」と 回答 し た 者 の 人数の み を表 2 に示 した．すべ

て の 項 目で グル
ー

プ間の 回答人数の偏 りに 1％の 危険

率 で 有意差 が 認 め ら れ た ．

　各因子項 目の 割合をグ ル ープ間 で 比較す ると，第 1

因子の 「食 ・健康管理」お よ び 第 IH因子 の 「食教育」

に 関す る項目 で は，グ ル ープ 2 お よ び 3 の 「あて はま

る，また は そ う思 う」割合が グル
ー

プ 1 に比 べ て高 く，

第 H 因子の 「享楽性」で は グ ル
ー

プ 1，2 が グル
ー

プ
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表 2，グル ープ別の食意識 ・食行動

グ ル
ープ 1　グ ル ープ 2　グ ル

ープ 3

1V （％）　　 N （％＞　　 N （％ ）

因子 項 目 総 数　　321　　　　　　　237　　　　　　　174

男子 191 （59，5） 115 （48．5）　 74 （42．5）

女子 130 （40，5） 122 （51．5） 100 （57．5）

第 1 因子 食品添加物や有機農産物 な ど食品の 安全性 に関心があ る

　　　　 食べ 物や飲み物を買うときに，材料名や 栄養表示をよ くみ る

　　　　 カ ル シ ウ ム や 鉄 な ど不足 しや す い 栄養素 の 摂取を心がけて い る

　　　　 油 の 多い 料理や 塩分 ・糖分 の 多い 菓子 ・食品は控えめに して い る

　　　　 食事の した くを手伝 っ た り，料理 を作 っ た りす る ほ うで ある

　　　　 主菜 と副菜 の そろ っ た食事 で な い と満足 で きな い

6　（　1，9）　　53　（22．4＞　　50　（28．7）

13　（　4．O＞　　44　（18．6）　　27　（15．5）

37　（11，5＞　　81　（34．2）　　63　（36，2）

30　（　9，3）　　56　（23．6）　　68　（39．1）

60　（18．7）　　103　（43．5）　　78　（44．8）

26　（　8．1）　　53　（22．4）　　28　（16．1＞

第 ロ因子 話題 に な っ て い る 食べ 物 は 食べ て み な い と気 がす ま な い

　　　　 フ ァ
ー

ス トフ
ードを定期的に食べ ない と気がす まない

　　　　 食事は栄養 よ り味や外観の ほ うが 重要だ と思 っ て い る

　　　　 好 きな テ レ ビ番組や雑誌な どを見ながら食事 をしたい

60　（18．7）　　91　（38，4）　　18　（10．3＞
27　（　8．4）　　20　（　8，4）　　　2　（　1．1）

70　（21，8）　　35　（14．8＞　　15　（　8．6）

210　（65．4）　144　（60．8＞　　30　（17．2）

第皿 因子 学校 で うけて い る食教育は 大人 に な っ て か ら役立 つ と思う

　　　　 現 在 の 嗜好 や食生活は 成人期 以 降の 健康に 影響する と思う

　　　　 学校 で の 食教育は 今の 程度で 充分だ と思 う

　　　　 嫌い な物も食べ る 努力 を して い る

58　（18，1）　　93　（39．2）　　63　（36．2）

76　（23．7）　　88　（37．1）　　74　（42．5）
107　（33，3）　　100　（42．2）　　85　（48，9）

46　（14．3）　　118　（49．8）　　79　（45．4）

第IV因子 夜遅 くに飲食を しない よ うに して い る

　　　　 食事は ゆ っ くり食べ る よ うに して い る

　　　　 食事は家族 と話を しなが ら食べ たい

91　（28．3）　　66　（27．8）　　124　（71，3）

38　（11，8）　　112　（47，3）　　54　（31．O）

58　（18，1）　　133　（56．1＞　　105　（60．3）

表中の 数字 は あて は ま る，ま た は そう思 うと回答 した者 の 人数 と割合 （％）．

3 に比 べ て高か っ た．第IV因子 「摂食行動」に関す る

項目で は グ ル
ー

プ 3 が 3 項目すべ て で ，グ ループ 2 は

2項 目で グル ープ 1 に 比べ て割合が高か っ た．

　各グ ル
ープの 食意識 ・食行動の特徴を考察す ると，

グル ープ 3 は第 1 因子の 「食 ・健康管理 」，第皿 因子

の 「食教育」および第IV因子 「摂食行動」の うち共食

へ の 意識 や関心の 高い 者が多い こ とか ら，最 も健全な

食意識 ・食行動を有するグル
ープと解釈さ れた．こ の

グ ル
ープ に属する 中学生 は今 回 の 調査対象の うち約

1／4 を占め る の み で あっ た 。

　 グ ル
ー

プ 2 は 第 1因子 「食 ・健康管理」， 第 皿因子

「食教育」へ の 意識
・
関心の 高い 者が グル

ー
プ 3 と 同

様に多か っ たが，第 1 因子 の 「油 の 多い 料理 や 塩分 ・

糖分の 多い 菓子 ・食品 は控えめ」，第 N 因子の 「夜遅

くに飲食を し ない 」 の 割合 は グ ル
ープ 3 より低か っ た．

さらに第 H 因子の 「享楽性」へ の 志向の 強 い 者が グ ル
ー

プ 3 に 比 べ て 多く，中で も 「話題に な っ て い る食べ 物

へ の 関心が高い 」者 の 割合は グ ル ープ 1 に比 べ て も有

意に高か っ た．こ れ らの結果か らグル
ープ 2 は積極的

で 健全な食意識や食行動を有する
一

方 で ，嗜好性や健

康へ の 配慮 に やや問題 が ある グ ル ープ と考え られた．

　グ ル ープ 1 は，第 工因子 「食 ・健康管理」お よ び第

皿因子 「食教育」へ の 意識や関心，第 W 因子 の 「摂食

行動1 の うち家族 と の 共食へ の 意欲 の ある者の 割合が

他の グ ル
ー

プ に比 べ て有意に低か っ た．一
方，第 H 因

子 「享楽性」に 関する項目で は グ ル
ープ 3 よ りも有意

に割合 が高 く，中 で も 「食事は栄養よ り味や外観 の ほ

うが重要」，「好 きなテ レ ビ番組な どを見なが ら食事」

が 高か っ た．こ れ ら の こ とか ら，グ ル
ー

プ 1 は 食事を

享楽的に捉え て お り，食事の 健康へ の意義や共食 の 家

庭生活や 社会性へ の 意義な どへ の意識が 低い グ ル
ー

プ

と考えられ た，こ の グル
ープ は 対象者 の 44％ を占め ，

構成比 が 最も高か っ た．

　 また ，各グル
ー

プの 性別構成比 を比較 したと こ ろ グ

ル ープ間 に 1％ の 危険率で 有意差 が 認 め ら れ た．グル
ー

プ 2 は男女比がほぼ同程度 で あっ た が ，食意識 ・食行

28 （916）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

中学生 の 食意識
・
食行動 に 及 ぼす食生 活環境 の 影響お よ び食意識 ・食行動 と学校給食 に対す る意識 との 関連

表 3。食意識 ・食行動グル ープ別 の 食事摂 取状況

グ ル
ープ ユ　 グ ル

ープ 2 　 グ ル
ープ 3

項 目 　N （％ ）　　 N （％）

321　 　　 　 237
　1V （％ ）　　 xa検定

a

ユ74

朝食の 摂取頻度 毎日

週 に 3〜5 回

週 に 1〜2 回

ほ と ん ど食べ ない

250　（77，9）
32 （10．0）
30 （9．3）

　9 （2．8）

199　（84．0）　　153　（87．9）
20　（　8，4）　　12　（　6．9）
18　（　7．6）　　　6　（　3．4）

　0 （0．0）　 3 （1．7）

窄

朝食の 摂 取時間
b5

〜6 時

6〜7時

7〜8時

8 時以 降

無回答

20
ワ
603

2
＝
》

∩

フ

ー

1

　

3
匚

」

724U34　

1
Ω

0

　

11
　4 （1．7）　 3 （1．8＞
99　（41．8）　　　68　（39．8）
133　（56．1）　　　95　（55．6＞
　1　（　0．4＞　　　2　（　1，2＞
　0 （O．0）　　 3 （1．8＞

ns

朝食の 共食者
C

（複数回答）

父

母

兄弟，姉妹

祖父

祖母

自分 ひ と り

85　（27．5）
123　（39．8）
155　（50．2）
23 （7．4）
29 （9．4）
115　（37．2）

97　（41．1＞　　　73　（42，9＞
132　（55，9＞　　101　（59．4＞
125　（53．0＞　　117　（68．8）
26　（ll．0＞　　　18　（10．6＞
33　（14．0）　　　24　（14．1＞
61　（25．8）　　　36　（2工．2）

亨

索
亨

SS

参

零
寧
寧

nn

噛

朝食 の栄養 バ ラ ン ス 　

い

　

な

　

え
い

　

い

な

う

も

わ

思

と

思

と

ら

と

い

ち
い

よ

と

よ

58　（18」）
196　（61，1）
67　（20．9）

78　（32．9）　　49　（28．2）
136　（57．4）　　102　（58．6）
23　（　9．7）　　23　（13．2）

十 專

夕食 の 摂取時間 5〜6 時

6〜7時

7〜8時
8〜9 時

9時以 降

無 回答

　3 （0．9）
135　（42，1）
156　（48．6）
19 （5．9）
6 （1．9）
2 （0．6）

　5　（　2．1）　　　5　（　2．9）
103　（43．5＞　　　73　（42．0）
116　（48，9）　　　84　（48．3）
10　（4．2）　　　9　（　5．2）
　1　（　0．4）　　　3　（　1，7）
　2 （0．8）　 0 （0，0）

ns

夕食の 共食者
C

（複数回答）

父

母

兄弟，姉妹

祖父

祖母

自分 ひ と り

162　（50．9）
26工　（82．1）
242　（76．1）
48　（15．1）
72　（22，6）
32　（10，1）

131　（55．5）
197　（83．5）
175　（74．2）
44　（18．6）
56　（23．7）
10 （4．2）

96　（55．2）
153　（87．9）
151　（86．8）
27　（15．5）
50　（28．7）
9 （5．2）

SS

嗣

　

SS

nn

禦

nn

夕食の 栄養バ ラ ン ス よい と思う

どち ら と もい え な い

よい と思 わ ない

109　（34．O）
177　（55．1）
35　（10．9）

135　（57．0）　　　90　（51。7）
95　（40．1）　　　77　（44．3）
　7 （3．0）　 7 （4。0）

9 掌

夕食時間 の 楽 し さ 楽 しい

どちらと もい えない

楽 し くない

73　（22．7）
217　（67，6）
31 （9，7）

124　（52．3）　　 98　（56．3）
103　（43．5）　　68　（39．1）
10　（　4．2）　　　8　（4．6）

■ホ

夕食時の テ レ ビ視聴 つ けて い る こ とが多い

どちら ともい えない

つ けて い ない こ とが多い

269　（83，8）
16 （5．0）
36　（11．2）

192　（81．0）　　113　（64．9）
18　（　7．6）　　28　（ユ6．ユ）
27　（11．4）　　33　（19．0）

事 象

夕食時の会話 して い る こ とが 多い

どち ら と もい え な い

して い な い こ とが多い

132　（4ユ．1）
137　（42．7）
52　（16．2）

ユ6工　（67．9）　　124　（7L3 ）
59　（24，9）　　41　（23．6）
17　（　7．2）　　　9　（　5．2）

艦 ＊

栄 養 や 健康 の 話 よ くする

時々 する

ほ とん ど しな い

　6 （1．9＞
91　（28．3＞
224　（69．8）

18　（　7．6）　　　14　（　8．0）
108　（45．6）　　73　（42．O）
lll　（46．8）　　87　（50．O＞

1 ホ

at
：p〈 O．05，＊ ＊

：〆 0．Ol，　 ns ；有意差 な し．　 b
総数は朝食摂取頻度 で 「ほ と ん ど食べ ない 」 と回

答 した 者 を除い た 人 数，
C
共 食者 の ％ は 回答者数 に 対す る 割合．

動が 健全な グ ル
ー

プ 3 は 女子の割合が ，問題 の ある グ

ル ー
プ 1は 男子の 割合がそれぞれ高 く，性差に よ る影

（917）

響が認 め られた．各グ ル ープ に お ける 母親の 就業状況

別構成比 につ い て も検討を加えたが，グ ル ープ 問 に ほ
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とん ど差 は見 られなか っ た．

　2） 食意識 ・食行動 と食事摂取状況 との 関わ り

　食意識
・食行動 に よ っ て 分類 した各グル

ー
プ の 食事

摂取状 況を表 3 に示 した．朝食の摂取頻度，朝食お よ

び夕食の 共食者 と栄養バ ラ ン ス に対する評価，夕食時

の 楽 しさ ・テ レ ビ視聴 ・会話 ・栄養や 健康の話 の 項目

で グル
ー

プ間 に有意差が認め られた，

　グ ル ープ 1 は朝食 の 摂取頻度 の 「毎 日」，共食者の

「父 ，母，兄弟姉妹」，朝食お よび夕食 の 栄養 バ ラ ン ス

の 「よい と思 う」，夕食時 の 「楽 しい 」，「会話を して

い る こ とが多い 」の項目で割合が有意に低 く， 朝食お

よび夕食 の 「自分 ひ と り」，夕食時の テ レ ビ 視 聴 の

「つ けて い る こ とが多い 」， 栄養や健康 の 話の 「ほ とん

どしない 」の 項 目で有意 に高か っ た．グル ープ 2 と 3

は ともに朝食共食者 の 「父，母」，夕食時の 「楽しい 」，

「会話を して い る こ とが多い 」の 割合が有意に高 く，

栄養 や健康の 話の 「ほ とん どしな い 」が有意に低か っ

たが，違 い として グル ープ 2 は朝食お よ び夕食の 栄養

バ ラ ン ス の 「よい と思 う」が有意に高 く，グ ループ 3

は朝食 の 摂取頻度の 「毎日」．朝食お よ び夕食の 共食

者 の 「兄弟姉妹」が有意に高か っ た．また，グ ル
ー

プ

3 は夕食時 の テ レ ビ視聴の 「つ けて い る こ とが多い 」

が有意に低か っ た，

　食意識 ・食行動と食事摂取状況との 関わ りをみ る と，

グ ル ープ 1 で は，食事摂取状況 と して朝食，夕食に お

ける孤食率が高 く，夕食時の 共食者の うち父母 の 割合

で他の グル
ー

プ との 問 に有意差が 認め ら れない に もか

か わ らず会話や栄養 ・健康の話が少なく，夕食時間を

楽 しい と感 じて い ない こ と，朝食 ・夕食 の 栄養バ ラ ン

ス に対する評価が低 い こ と な どが栄養や食品の 安全性，

食教育へ の 意識や 関心 の低 さお よび 共食へ の意欲の低

さ に影響 して い る と考えられ た．こ れ に対 して グ ルー

プ 2，3で は ともに夕食時に会話 を し，楽しい と感 じ

て い る者が 多 い こ と，半数が栄養や健康の 話を よくま

たは時 々 す るなどの食事摂取状況が ，「食 ・健康管理 」，

「食教育」お よび 「摂食行動」の うちの 共食へ の 意識

や関心の 高 さ の 形成 に 関係 して い る と考察さ れ た ．こ

れ らの こ とは前報の 中学生 の 食意識や食行動に関す る

分析で 主要因子が共食と充実 した食事内容で あ っ た こ

と
S＞
，学童で の 調査で食事中の 会話が 食 生 活 の 良否や

生活 の 規則性 に影響を及ぼ し，結果的 に健康状態を左

右す る
2°｝

と した報告 と同様に，食事の 際 の 共食や 会話，

楽 しさは 健全な食意識 ・食行動 を形成 して い くた め の

基礎 で ある こ とを示 して い ると考え られ た ．

　一
方 ， 健全 な食意識

・食行動を有す る と解釈 され た

グル
ー

プ 3 はグル
ー

プ 2 に比べ て 朝食摂取率が高く，

夕食時の テ レ ビ視聴の割合が低か っ た が，この こ とに

は保護者 とくに母親の それ ら に対する意識の 影響が 伺

われた．母親の 食意識 に対する就業の 影響 を見るため，

こ れ らの 項目を含め ，食事摂取状況 と 就業状況 との 関

連 を検討 した．朝食共食者の祖母，夕食共食者 の 父 ，

祖父母 の 項 目 で 就業状況 問に 有意差が見 られ （p〈

0．01），農業 ・自営業従事で 割合が高か っ たが ， 他の

項目で は 関連性は認め られなか っ た．冨岡は小学生 に

関する調査で ，母親の 食事や料理を楽しむ意識や健康 ・

安全に対する意識の 高さは子 どもの 食教育に影響を与

え る と して い る
ZD ，今回，中学生 の 望 ま しい 食習慣の

確立 に お い て 父母 の 食生活 に対する意識の 重要性が示

唆され た こ とか ら，それ らへ の 影響因子 につ い て も検

討が必要と考え られた．

　3）　食意識 ・食行動と食品摂取状況 との 関わ り

　各グ ル
ープの 食品摂取状 況 を表 4 に示 した．主食，

主菜，副菜 と して摂取され る食品群で は，魚介類，豆 ・

豆製品，牛乳，果物，緑黄色野菜，淡色野菜，海草類

の 摂取頻度で グ ル ープ間に有意差 が 認 め ら れ，グ ル ー

プ 1 は こ れ らの 食品で 「1 日 1〜2 回」 の 者が有意に

少な く，「ほ と ん ど食 べ な い 」者が 有意 に多か っ た．

グ ル ープ 3 は豆 ・豆製品，牛乳 ，果物，海草類で ，グ

ル
ープ 2 は 緑黄色野菜，淡色野菜 で 「1 日 1〜2 回」

の者が有意 に多か っ た．

　間食，外食 として 摂取す る食品群 の 嗜好飲料，イ ン

ス タ ン トめ ん 類 ， 菓子類，フ ァ
ース トフ

ード類 の 摂取

頻度で もグル
ー

プ間に有意差が 認め られ，すべ て の 食

品群 で グ ル
ー

プ 1 は 「ほ と ん ど食べ ない （または飲 ま

な い ）」者が有意に少な く，グル
ー

プ 3 は 有意に多か っ

た．グル
ー

プ 2は フ ァ
ース トフ ード類で 「ほとん ど食

べ ない 」者が有意に少なか っ た ，

　食意識
・食行動との関連をみると ， グル

ープ 3 は健

康 の 保持 ・増進 に お い て 適切な食品の 摂取を行 っ て い

る者が 多 く，栄養的 に 配慮され た食事内容が健全 な食

意識
・食行動 と相互 に 関連 して 望 ま し い 食習慣を形成

し て い る と考えられた．それ に対し て ，グル
ー

プ 1で

は魚介類，豆 ・豆製品，牛乳 ， 果物 ，野菜，海草類な

ど健康維持 に必要な食品 の 摂取頻度が い ずれ も低 く，

間食へ の 志向性 の 高い 状況 が 「食 ・健康管理 」や 「食

教 育」 へ の 意識や関心の低 さに影響 して い る と 同時に ，

意識 や 関心 の 低さが 摂取状 況 に 反映され て い る とも考

察さ れ た．こ の グ ル ープで 食事摂取状況の 朝食 ・夕食
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　　　　　　　　　　　　　 表 4．食意識
・食行動 グ ル ープ別 の 食品摂取状況

項 目 使用頻 度

グル
ー

プ 1　 グル
ー

プ 2　 グル
ー

プ 3
N （％）　　　 N （％）　　　 N （％） κ験 定

a

321 237 174

穀類 1 日 1〜2 回 　 　 　250 （77、9）　192 〔81．0）　148 〔85．1）
週 に 3〜5 回 　 　 　 49 （15．3）
週 tこ 1〜2 回 　　　　　　16　（　5．0）

ほ とん ど食 べ ない 　　6 （1．9）

32　〔13．5＞　　23　〔13．2＞
9 〔3，8） 　 3 〔1．7｝
4 〔1．7）　 0 〔0，D＞

ns

い も類 1 日 1−2回 　 　 　22 （6．9）
週 に 3〜5回 　 　 107（33．3）
週 に 1〜2回 　 　 　王52 〔47、4）
ほ とん ど食 べ ない 　 40 （12．5）

20　〔　8．4）　　2 　（ll．5＞
90　〔38．O＞　　　69　（39．7〕
107　〔45．1＞　　　73　（42．O〕
20　（　8，4）　　 12　（　6．9）

ns

肉類 1 日 1〜2 回 　 　 　67 〔20．9）
週 に 3−5回 　 　 　 174 （54．2）
週 匹こ 1〜2回　　　　　　　76　〔23．7）
ほ とん ど食 べ ない 　　4 〔1．2）

54　〔22．8＞　　　36　（20，7）
13D　（54．9＞　　104　（59．8）

48　（20．3）　　　30　（17，2）
　5 （2，1｝ 　 4 （2．3｝

ns

魚介類 1 日 ト 2 回 　 　 　35 〔10．9）
週 』こ 3−−5 回 　　　　　　132　（41．1＞
週 に 1−2 回　　 　13  （4 ．5｝
ほ とん ど食べ な い 　 24 （7．5）

41　（17，3）　　25　（14，4）

118　（49．8）　　　86　（49．4）
7  　（29，5）　　 56　（32．2）

　8　（　3，4｝　　　7　（　4．O）

i＊

卵類 1 日 1−−2 厠 　 　 　65 （20．2＞　 53 （22．4）　 33 （19．0）
週 に 3− 5 回 　 　　 上28 （39，9）
週 に 1−2 回 　 　 　106 （33．O）
ほ とん ど食べ ない 　 22 （6，9）

115　（48，5）　　84　（48．3）
56　（23．6）　　 47　（27．0）
13　（　5．5）　　10　（　5．7）

ns

豆 ・豆 製品 1 日 1− 2 回 　 　 　38 （ll．8）
週に 3〜5 回 　 　 　112 （34．9）
週に 1〜2回 　 　　116 （36，0）
ほ とん ど食べ ない 　 55 （17．1）

36　（15．2）　　38　（21．8）
91　（38．4）　　65　（37．4）
81　（34，2）　　53　（30．5）
29　（12，2）　　　18　（IO．3）

＊

牛乳 1 日 1− 2 回 　　 　153 （47，7〕　133 （56．1）　106 （60．9）
週 に 3〜5 回 　 　 　55 （17．1）
週 に 1− 2 回 　 　 　 47 （14．6）
ほ とん ど食べ ない 　 66 （20．6）

45　（19．O）　　 30　（17．2）
28　（11．8）　　 25　（14，4）
31　（13．1）　　 13　（　7．5｝

＊ ＊

乳製品 1 日 1− 2 回 　 　 　57 （17．8）
週 1こ 3−−5回　　　　　　106　（33．0）
週 に 1− 2回 　　 　ll6 （36．1）
ほ とん ど食べ ない 　 42 （13．1）

57　（24．1）　　　42　（24．1）
81　（34，2＞　　　57　（32．8）
77　（32．5＞　　53　（30．5）
22　（　9．3＞　　22　（12，6）

ns

果物 1 日 1− 2 回 　 　 　64 （19．9）
週 に 3〜5回 　 　 129（40．2）
週 に 1− 2 回 　 　 　94 （29．3）
ほ と ん ど食べ ない 　 34 （le．6）

59　（24．9）　　 56　（32，2）
108　（45，6）　　 70　（40，2）
58　（24，5）　　　35　（20，1）
12　（　5．1）　　13　（　7．5）

＊ ＊

緑黄
．
色野菜 1 日 1− 2回 　　　102（31．8＞　lll （46，8）　 75（43．1）

週 に 3−−5回 　　　124（38．6）
週 に 1〜2回 　 　 　 69 （21．5）
ほ とん ど食べ ない 　 26 （8．1）

83　〔35，0）　　 81　（46．6｝
36　（15．2＞　　16　（　9．2＞
7 （3，0）　 2 （1．1）

＊ ＊

淡色 野菓 1 日 1− 2回 　 　 　llO （34．3）　124 （52．3＞　 82 （47．1）
週 に 3〜5 回 　 　 　 141 （43．9）
週 に 1〜2回 　　 　 53 （工6，5）
ほ とん ど食べ ない 　 17 （5，3）

82　〔34．6＞　　 7S　（44．8）
26　（ll．0〕　　　ll　（　6，3）
5 （2、1）　 3 （1，7）

＊ ＊

海草 類 1 日 1−−2回 　 　 　27 （8．4）
週 Oこ 3−−5回　　　　　　110　（34，3）
週に ト 2回　 　 　141 （43，9）
ほ とん ど食べ ない 　 43 （13、4）

37　（15，6〕　　32　（18．4）
lO2　（43．  ）　　68　（39ユ）

86　（36．3）　　55　（31．6）
12　（　5．1）　　 19　（10．9）

i 寧

嗜好 飲料

（炭 酸飲 料，ス ポ
ー

ッ

ドリン ク等 ）

ほ とん ど飲 まない 　 25 （7、8）
週 Lこ　1− 2 回　　　　　　　82　（25．5）
週 に 3− 5 回　 　 　135 （42．1）
1 日 1〜2回 　 　 　 79 （24．6）

22　（　9．3）　　36　（20．7）
54　（22．8）　　　50　（28、7）
95　（40．1）　　56　〔32．2）
66　（27．8）　　32　〔18，4）

＊ ＊

イ ン ス タ ン トめ ん 類 ほ とん ど食べ ない 　 97 （30，2）　 IOO （42．2）　 IOI （58．0）
週 に 1−−2回　　　 153 〔47．7）
週邑こ 3− 5回　　　　　　57　〔17．8）
1　日　1− 2回　　　　　　　14　〔　4．4）

90　（38．O）　　　59　（33，9）
4Q　〔16，9＞　　　9　（　5．2）
7 （3，0＞ 　 5 （2．9）

＊＊

菓子類 ほ とん ど食 べ ない

週 に 1−−2 回

週 に 3〜5 回

1 日 1− 2 回

37　（11、5＞　　32　（13．5）　　37　（21，3）

91　（28，3）　　4呂　（20．3）　　50　（28，7）
ll6　（36，1）　　 89　（37．6）　　49　（28．2）
77　（24．0）　　　68　（28，7）　　　38　（21．8）

＊

フ ァ
ー

ス トフ ード類 ほ とん ど食べ ない 　131 （40．8）
週に 1〜2 回 　　 　145 （45．2）
週愚こ3〜5 回　　　　　　　34　〔ユ0．6）
1 日 1− 2 回 　 　 　ll 〔3．4）

82　（34．6）
112　（47．3）
32　〔13．5）
ll 〔4．6）

116　（66．7）
46　（26．4）
10 （5．7＞
　2 （1．1）

串＊

a ’
：ρ＜ O．05，軸：ρくO．ei，　 ns　l有意 差 な し，
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表 5．学校給食に 関する項 目の 因子分析結果 （バ リ マ ッ ク ス 回転後の 因子負荷量）

項 目 第 1因子　第 H 因子　第皿 因子　第IV因子　第V 因子　共通 性

味つ けは 好ましい こ とが 多い

お い しい と思うこ とが 多い

食べ たい 物や 好きな物が よ くで る ほ うで あ る

温 度 は ち ょ うど よ い こ とが 多い

献立 が バ ラエ テ ィ に富ん で い る

嫌 い な物が 出 た と きもが まん して 食べ る よ うに な っ た

現在 の 供食 （食べ る前の準備か ら片付けまで ）方式 に

満足 して い る

栄養 の バ ラ ン ス に配慮さ れ て い る

安全性 に 配 慮 さ れ て い る

残食 が少な くなる ような指導や 配慮は必要で ある

地域 の 農産物は 積極的に 取 り入 れ る べ きで あ る

給食の ある 日の ほ うが 1 日の 栄養 バ ラ ン ス が よい と思

う

調理 して くれ る 人 へ の 感謝の気持ちをもつ こ とがある

給食 を通 して 健康 の た め に 必 要な 食品を選択 で きる よ

うに な っ た

給食を通 して 自分 に 必要 な食事の 量 が 具 体的 に わ か る

よ うにな っ た

給食を通 して 食物へ の 関心 や 知識 が 高 ま っ た

家庭科や 理 科などで 学習 した 内容 を実感で きる こ とが

あ る

地域 の 伝統食や行事食 につ い て の 理解や 食体験の 場 に

なっ て い る

給食の 味つ け との 比較で 家庭料理の 塩味が話題 に なる

給食 に関 す る 配布物 に は家庭 で 話 題 に な る もの が 多 い

給食で 初 め て 食べ た料理 や お い しい （お い し くない ）

料理 は家 で話題 にす る

友達 と話 を しなが ら食べ る こ とが 多 い

給食時間は楽しい

0．7432O

．73660

．69800

．60870

，54560

．3828

0．1669　　　0．1073

0．2119　　　0，1755

0．0954　　　0，1376

0．2209　　　0．1644

0．3419　　　0．1027

0，2859　　　　0．2513

0，3539　　0．3358　　　0．2429

O，33040
．33850

．12170
．0433

0，6586O

．60850

．57610
．5142

0．ユ541　　　0．0405　 0．6171

0．1125　　　0．0788　 0。6371

0．1864　　　　0．0179　　0．5504

D．0985　　　　0．0266　　0．4568

0．0623　　　0．0735　0．4344

0．1754　　− 0，0115　　0．3223

0，0133　　　0．0994　0．3071

0，D245　　　− O．0964　　　　0．1345　　0．5709

0．1422　　　− 0，0104　　　0．0746　　0．5108

0，1408　　　　0．2083　　− 0．0099　　0．4100

0，1850　　　　0．2777　　　0．0886　 0。3855

O．2625　　0．4501　　　0．1824

0．3108　　G．4465　　　0．2271

0．ユ888　　0，ユ792　　　0．7825

0．2196　　0．1933　　　0．7087

0．2132　　　0．1284　　　　0，6022

0ユ164　　 0．2143　　　0．4775

0．1841　　 0．3576　　　 0．3922

0．1306　　　0，0684　　　　0．2588

0．1445　　0．0687　　　0．2540

0．1569　　0．2069　　　0．1495

0．2179　　　0．0206　0．3527

0．ユ769　　　0．1747　 0．4094

0，2402　　　　0．0511　　0，7403

O．1840　　　　0．1249　　0，6373

O．2908　　　0．0485　 0．5115

0，3090　　　　0，1710　　0．4122

0，3912　　　　0．0345　　0，4699

G．7271O
．72050
．4993

0．07310
．0599

一〇．0089　　0，6174

　0．0509　　0，6118

　0．1490　0．3613

一
〇．0664　　　0．0692　　　　0．0345

　0．2403　　0．1187　　　0．ユ766

0．71630

．6831O

．52890

．5732

固有値

寄与率 （％ ）

累積寄与率 （％）

3，23　　　　2，58

14．04　　　11．20

14．04　　　25．24

2．4310

．5535
．79

2．068

．9444

．72

1．144

．9749

．69

の 栄養 バ ラ ン ス に対す る評価が 低か っ た こ とと考え併

せ る と，食品摂取状況の 改善 に は 生 徒と ともに 保護者

の 食管理能力の 向上 が図れ る よ うな具体的な食教育が

必要 で ある こ とが明らかであ っ た ．

　グ ル
ープ 2 で は緑黄色野菜，淡色野菜，魚介類な ど

の 摂取状況 が 良好な者が多か っ たが，一方で フ ァ
ース

ト フ ード類や間食の 摂取頻度 の 高い 者が グ ループ 3 よ

り多 く，そ の こ とが 食意識 ・食行動 に おい て 嗜好性 や

健康へ の 配慮に やや問題がある とされ た 結果 に 関連 し

て い る と考えられた，こ の グ ループは今回検討 を加 え

た食事摂取状況で は望 ま しい 結果 を得て い る が ，食品

摂取行動に 及 ぼ す意識形成 につ い て は保護者の 食物観

や家族 の 嗜好などを含めさらに 研究が必 要 と考える ．

　  　学校給食に関する意識

　学校給 食 に お け る食教育を考えるうえで ，生徒が学

校給食 をどの ように意識 ・評価 して い るか を調 べ る た

め 因子分析 を行 っ た ．結果を表 5 に 示 した ．

　学校給食 に 対す る 意識 の 基本因子 と して 5 つ の 因子
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を抽出 した ．累積寄与率は 49．7％ で あ っ た．因子の

解釈は因子負荷量 0．35 以上 の 項目で 行 い ，複数の 因

子に O．35 以上 の 負荷量 を示 した項目 は ，負荷量が大

きい ほ うの 因子に含めた，設問項 目から，第 1 因子は

「嗜好」，第 H 因子は 「栄養 ・社会性」，第皿因子は

「食教育」，第IV因子 は 「家庭 と の 連携 」， 第 V 因子は

「食事環境」 と考えられた．

　仮説 として 想定 した 6 つ の 要素 と得 ら れ た 5 つ の 因

子との 関連を見ると，「嗜好」要素は，「栄養 ・安全性」

と した中の 「献立が バ ラエ テ ィ に富む」と 「が まん し

て食べ る」お よ び 「食事環境」 とした 「供食方式に満

足」と統合 して第 1 因子 「嗜好」を形成 した．「栄養 ・

安全性」の うち 「栄養 バ ラ ン ス へ の 配慮」，「安全性へ

の 配慮」の 2 項目 は，「文化 ・社会性」 の 「残食 へ の

配慮」，「地域農産物の 導入」，「調理者 へ の 感謝」の 3

項目と統合 して 第 n 因子 「栄養 ・社会性」を形成 し，

こ の 因子に 「家庭 との 連携」 と想定 した 「給食に よ る

栄養バ ラ ン ス の 向上」が栄養に関わ る項目として加わっ

た．「食教育」要素は，「文化 ・社会性」の 中で 食教育

との 関連性の 高い 「伝統食 ・行事食へ の 理解 と食体験」

とともに第 nl因子 「食教育」 を形成 した．「家庭 との

連携」の 3 項目は第IV因子 「家庭との 連携」を，「食

事環境」の 2 項目は 第 V 因子 「食事環境」を それぞれ

形成 した．

　第 工因子に 「嗜好j が抽出 さ れ た こ とか ら
， 学校給

食に対する意識構造として嗜好的要素 の 強 い こ とが明

らか にな っ た．また，こ の 因子は味覚的な要因が因子

負荷量として 上位に ある もの の ，下位に学習性要 因 も

含む構造である こ とが認 め られた．学校 給食 の 意識 と

行動 に 関する 調査 で ，給食の 味 に対す る評価は楽 し さ

や摂取量 に影響する
22〕

が ，小学校 2 年生 と比較する と，

6 年生 の ほうが嗜好度の 低 い 食物 で も食べ る こ と の で

きる児童の 多い
23｝こ とが報告され て い る．そ の 理 由と

して集団で の 心理状態が摂取行動に影響する こ とと，

摂取体験が繰 り返 さ れ る こ と に よ り受容度が向上する

こ とが 挙げられ て い る．原 田は大学生 と栄養専門学校

生 との 比較で ，栄養教育 を受けた者ほ ど食物に対する

順 応性や 弾力性 がある と して い る
24
．今 回第皿因子

「食教育」 と第 1 因子 「嗜好」 との 関連性 を見 るため，

第 皿 因子に 関する 5 項目 に つ い て 回答間 の 第 1因子得

点を比較 した．い ずれ の 項 目で も回答間に有意差が 認

め られ （p ＜ 0．01），食教育へ の 肯定性が高い ほ ど嗜好

評価 の 高 い こ とが示 された．第 1 因子に学校給食 を通

して 「嫌 い な物 もが まん して食べ る よ うに なっ た」が

表れ た こ とも含め て
， 第 1因子 「嗜好」には食教育 の

影響が推察 され た．

　第 H 因子 「栄養 ・社 会性」は栄養 ・安全性へ の 配慮

と残食や地域農産物へ の配慮，調理員へ の 感謝 とが合

成され て い る こ と か ら，食糧 ・地域 ・調理者 に対す る

関心 な ど の 社会性が栄養へ の 関心 とともにある こ とを

示 して い た．こ の よ うに第 H 因子 に 「栄養」 とともに

「社会性」が 表れ た要因 に は ，対象校 3校 の うち 2 校

の学校給食が 自校で の単独調理場方式で 運営 され て い

る こ と，果樹生産が盛ん な地域 の 学校が含 まれて い る

こ と が挙 げ られ る，田附等は大 阪府に比 べ て青森県の

中学生 の ほ うが健康や 食生活に対する知識や関心が高

い こ とを報告 し
， そ の 理 由を農作物 の 生 産地 が 身近 に

あ り，日頃か ら食物 へ の 興味がある こ とに よる として

い る
z5）．秋永等は学校給食に 「人権の 尊重」， 「社 会性

の 育成」，「自然的環境 との 関わ り」の 三 つ の 視点が生

か された とき，食文化教育が有効に機能する と提唱し

て い る
26♪．今回，自校方式で の 給食提供や地域 の 自然

的環境 との 関 わ りが社会性 の 育成 に 大 きな影響を与え

る こ と を認めたが，学校給食で の指導の効果 に つ い て

は今後の 検討課題 と考える，

　「食教育」 は第肛因子 で あ っ たが，固有値は第 ll因

子 と ほ ぼ等 しく，「栄養 ・社会性」 と 「食教育」 とが

「嗜好」に次 い で 学校給食に 対する意識構造 を規定す

る 大 きな要因で ある こ とが認め られた．また，「食教

育」の項目に健康 ・食事 ・食物に加えて伝統食や行事

食へ の 関心が 含まれ て い る こ と に は ，第 ll因子の 「栄

養 ・社会性」で 示された安全 な食事や残食，地域の農

産物へ の 配慮意識の 高さが 関係して い る と考えられた，

　第 IV因子 の 「家庭 と の 連携」 で は ，「学校給食 と家

庭料理 の 塩味を比較する」，「給食に 関する配布物が 話

題 に なる」な どか ら，家庭 の 食生 活改善 に 向け た保護

者に対する資料配付や生徒を介した指導の 適切さが給

食に対する意識 に影響 して い ると考え られた．

　「食事環境」は第 V 因子であ り， 「友人 と話を しなが

ら食べ る」，「給食時間は楽 しい 」などの環境要因は予

想 して い た
27）

よ りも低位 に あ っ た ，

　（3｝ 食意識 ・食行動グル ー
プ別 の 学校給食に関する

　　　意識

　食意識 や 食行動 か ら分類 した各グ ル
ー

プ の学校給食

へ の 意識 を各因子得点 の
一

元配置分散分析結果 （表

6）か ら比較 した．

　食意識 ・食行動に問題の ある グ ル ープ 1 の 因子得点

はす べ て 負で あ り，給食へ の意識や 評価が 否定的 で あ
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表 6．食意識
・食行動グ ル ープ別の 因子得点

a

第 1 因子　　検定
b
　 第 ［因子 　　　検定 第 皿 因子 検定 第W 因子　　 検 定　　 第 V 因子　　 検 定

グル
ープ 1 （n＝321）− 0．e67 （0．897）

グル
ー

プ 2 （n ＝＝237） 0．OlO （O．884＞
グ ル

ー
プ 3 （n ＝174） O．109 （0．901＞

・ 羅i驟i］＊

］＊ ＊

−

il総i；il；i］・ ＊

］＊ ＊驪iliili］＊ ＊

一

1：翻 ：1謡］・

0．Ol2　（0．846）
a
表中の 数値 は平均 値 （標 準偏 差）．b

＊ ：p＜ 0．D5，＊ ＊ ：p＜ 0．Ol，　 ns ：有意差 なし e 元 配置分散分析）．

る こ とが示 され た．第 1 因子得点は他 の グ ル
ー

プ との

間に 有意差 は 見 られなか っ たが ，第 n 因子と第皿 因子

の 得点は グ ル ープ 2，3 に 比 べ て ，第】V 因子 と第V 因

子 の 得点は グル ープ 2 に比べ て有意に低か っ た．また，

5 つ の 因子 の なか で は 第m 因子 （食教育）の得点が最

も低 く，次 い で 第 H 因子 （栄養 ・社会性）， 第 IV因子

（家庭 との 連携） の 得点が低か っ た，

　健全な食意識 ・食行動を有す る グル ープ 3 の 因子得

点は第 1因子 （嗜好〉，第 H 因子 （栄養 ・社 会性） で

他の グル
ー

プよ りも高 く，良好な食生活環境が学校給

食の 嗜好性に対する肯定的な受容や社会性 の形成に影

響 して い る と推察さ れた．

　現代の若者的嗜好 と食に対する積極性を持っ たグル
ー

プ 2 の 因子得点はグル
ー

プ 3 に比 べ る と第 1 因子 （嗜

好），第 H 因子 （栄養 ・社会性）で 低か っ たが，第【n

因子 （食教育）ではほぼ同程度で あり，第 IV因子 （家

庭 と の 連携），第V 因子 （食事環境）で は高か っ た．

こ れ らの結果 は食意識
・食行動 に おける 「享楽性」，

「食教育」，「摂 取行動 」お よ び食生 活環境 に おけ る

「夕食時の 楽 しさ ・会話」で 得 られたグ ル
ープ の 特徴

とほぼ
一致 して お り，学校給食で の食教育 は評価 し，

友人 との会話を楽しむ態度は 良好で ある が，嗜好的満

足 度や社会性がグ ル ープ 3 に比 べ て低 い こ とが認 め ら

れた．

　以上 の ように，給食 に 対す る意識 は家庭 に おけ る食

生活環境や その 影響下 に ある食意識 ・食行動 と密接 に

関わ っ て い る こ と
， また ，食意識 ・食行動を健全 に育

て て い く必要性の高い 生徒 の ほうが学校給食へ の意識 ・

評価が低 い こ とが 認め られた．島井等は，食生活へ の

指導 ・介入 は 生活 の 要求や 困難に対処す る 心 理 社 会的

能力 とされ る ライ フ ス キ ル の育成 に よっ て 総合的 に支

える こ とが重要 で ある と して い る
2S）．牟田園は食事を

通し て 心豊かな子 どもの 育成を図 る食事教育に つ い て
，

友人と食事を楽しむ→よ い 食事環境で 食事をす る→食

意 識 を高め 合 うの 順 に 段階的に 進め て い く方法 を提案

して い る
W 〕．今 回の 学校給食に対する 意識調査 で ，食

事の 意義に対す る意識 が低 い グ ル ープ で 「嗜好」 と

34

「食事環境」の得点が他の 因子得点よ りも高か っ た こ

と，また，食事の 嗜好性や健康へ の配慮に問題がある

グ ル ープで 「食教育」，「家庭 との 連携」，「食事環境」

の 得点が高か っ た こ とは，学校給食で の 食教育 に お い

て 食事環境 を活用する こ とや食意識に 応 じた指導を取

り入れ る こ との 有効性を示唆 して い る と考え ら れ た．

　4．結　　論

　健康上望ま しい 食習慣を確立す るための 家庭の食生

活環境を明らか にする こ とを 目的として，中学生 の 食

意識や 食行動の 分析 を 行 い
， 食事摂取状況 ，食品摂取

状況との 関係を検討 した．また，学校給食に お ける食

教育 の 推進 に役立 て る た め ，中学生 の 学校給食に対す

る意識や評価 の構造 を分析 し，その こ とと日常の 食意

識や 食行動 との 関連 に つ い て も併せ て検討 した．調査

対象は山梨県内 3 中学校の 1年生 218名，2 年生 24ユ

名， 3 年生 273名，計 732名 （男子 380名 t 女子 352

名）で あ る ．質問紙調査 を実施 し，以下 の 結果を得た．

　（1＞ 食意識や食行動に つ い て 因子分析 を行 い 4 つ の

因子 を抽出 した．第 1 因子は 「食 ・健康管理」，第 H

因子は 「享楽性」，第皿因子は 「食教育」，第IV因子は

「摂食行動」 と考 え られた，ク ラ ス タ
ー

分析 （Ward

法）に よ り 3 つ に 分類 し た各グ ル
ー

プ の 食意識
・食行

動と食生活環境 との 間には 明 らか な関連性が認め られ

た．健全な食意識 ・食行動 を有 して い る グ ループ と嗜

好性や健康へ の 配慮にやや問題がある グル
ー

プで は
，

ともに食事摂取状況 の 夕食時 の 楽 しさ ・会話 ・栄養や

健康 の 話 は良好で あ っ たが，前者の ほ うが朝食の摂取

頻度が高 く，夕食時の テ レ ビ視聴の 頻度が低か っ た ．

また，食品摂取状況 で 豆 ・豆 製品，牛乳，果物，海草

類の摂取頻度 が 有意に高か っ たが，後者 で は 緑黄色野

菜，淡色野菜 ととも に フ ァ
ース トフ ード類の 摂取頻度

が 高か っ た ．食事を享楽的に 捉えて お り，食事 の 健康

へ の 意義や 共食 の 家庭生活 や社会性へ の 意義な ど に 対

する意識が低 い グ ル
ー

プ で は，朝食，夕食の 孤 食率が

高 く，魚介類 や 副菜 と して 摂取 さ れ る前記 の 食品群 の

摂取頻度が有意 に 低 か っ た ．
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中学生の 食意識 ・食行動 に 及ぼ す食生 活環境の 影響お よび 食意識 ・食行動と学校給食 に対 す る意識 との 関連

　  　学校給食に対する意識 ・評価に つ い て 因子分析

を行 い 5 つ の 因子を抽出 した．第 1 因子 は 「嗜好」，

第 H 因子 は 「栄養 ・社会性 」， 第皿 因子は 「食教育」，

第IV因子は 「家庭 との 連携」，第V 因子は 「食事環境」

と考えられ た．3 グ ル ープ の 各因子得点 の
一

元配置分

散分析結果か ら ， 食意識 ・食行動が学校給食に対する

意識 と密接 に関連 して い る こ とが認め られた．「嗜好j，
「栄養 ・社会性」の 因子得点は健全な食意識 ・食行 動

を有する グ ル ープ で 最 も高 く，嗜好性や健康へ の 配慮

に やや問題があるグ ル
ー

プで は前者よ り低か っ た ，食

事の意義に対する意識が低 い グ ループで は 5因子とも

得点が 負で あり，他の グル
ー

プ に 比べ て も低 く，給食

へ の 意識や評価が否定的で ある こ とが示 され た。また ，

各グ ル ープ の学校給食へ の意識構造の 違 い を食教育に

活用す る こ との 有効性が示唆された，
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